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協
議
員
会
は
今 

３
～

４

月
の
協
議
員
会
で
の
報

告
・
検
討
内
容
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。 

① 

ぶ
ら
り
辻󠄀
川
界
隈
ま
ち
歩
き

実
行
委
員
会
役
割
分
担 

② 

令
和
６
年
度
総
会
準
備 

③ 

令
和
５
年
度
自
立
の
ま
ち
づ

く
り
交
付
金
事
業
実
績
報
告 

④ 

事
業
所
等
へ
の
協
力
金･

自
治

会
費
の
変
更
点 

 

 

 

 
 
 
 

 
 
 

 

  
 
 

                 

当
面
の
予
定 

 
 

 
 

 

◇
６
月
上
旬 

鈴
の
森
神
社
掃
除(

老
人
会
主
催) 

 

◇
７
月
上
旬 

サ
ル
ビ
ア
植
替 

◇
７
月
13
日(

土) 

隣
保
長･

各
種
団
体
役
員
会
議 

◇
７
月
19
日(

金) 
 

人
権
・
青
少
年
健
全
育
成
研
修
会 

◇
８
月
３
日(

土) 

民
俗
学
の
夕
べ 

◇
８
月
４
日(

日) 

町
内
一
斉
ク
リ
ー
ン
作
戦 

 祭
礼
行
事
の
お
知
ら
せ 

◇
７
月
７
日(

日) 

夏
え
び
す 

賽
銭
200

円
／
戸
を
お
願
い
し
ま
す 

◇
７
月
14
日(

日) 

夏
ま
つ
り 

 

井
ノ
口
区
と
一
緒
に
祭
祀
し
ま
す 

 

事
業
報
告 

◆
３
月
２
日
（
土
） 

隣
保
長
・
各
種
団
体
役
員
会
議 

① 

ぶ
ら
り
辻󠄀
川
界
隈
ま
ち
歩
き 

② 

令
和
６
年
度
役
員
確
認
依
頼 

③ 

令
和
６
年
度
辻󠄀
川
区
総
会
準

備(

規
約
一
部
改
正
） 

④ 

公
民
館
と
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
掃
除
当
番
の
取
り
決
め 

⑤ 

お
葬
式
連
絡
の
取
り
決
め 

⑥ 

公
民
館
保
管
の
前
神
輿
屋
台

の
伊
達
綱
・
オ
ー
デ
ィ
オ
機

器
・
葬
具
の
処
分
検
討 

◆
３
月
３
日
（
日
） 

自
主
防
災
訓
練 

辻󠄀
川
消
防
団
の

指
導
に
よ
り
、
区

内
５
ヶ
所
で
消
火

栓
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
火
災
に

は
、
消
火
器
や
消

火
栓
に
よ
る
初
期

消
火
が
と
て
も
大
切
で
す
。
「
習
う

よ
り
慣
れ
よ
。
」
で
訓
練
を
続
け
ま

し
ょ
う
。 

◆
３
月
24
日
（
日
） 

第
３
回
ぶ
ら
り
辻󠄀
川
界
隈
ま
ち
歩
き 

今
回
の
テ
ー

マ
は
、『
國
男
少

年
が
見
た
辻󠄀
川

を
歩
く
』。
一
年

前
の
歴
史
読
本

発
刊
を
受
け
て

の
ま
ち
歩
き
で

し
た
が
、
天
候

不
順
も
あ
り
、

ス
タ
ッ
フ
を
含

め
100
余
名
の
参

加
に
と
ど
ま
り

ま
し
た
。 

と
は
い
え
、

参
加
さ
れ
た
方

は
、
途
中
７
ヶ

所
の
説
明
ポ
イ
ン
ト
で
は
、
明
治
前

期
の
辻󠄀
川
に
思
い
を
は
せ
ら
れ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
く
じ
引

き
で
も
ら
っ
た
お
や
つ
を
食
べ
な

が
ら
の
ビ
ン
ゴ
大
会
も
楽
し
か
っ

た
ね
。
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん
ご
苦

労
様
で
し
た
。 

◆
４
月
28
日
（
日
） 

令
和
６
年
度
辻󠄀
川
区
定
期
総
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

コ
ロ
ナ
禍
が
明

け
、
普
段
の
生
活

が
戻
っ
て
き
た
中

で
の
辻󠄀
川
区
総
会

に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

公
民
館
建
設
な

ど
課
題
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
が
、

行
事
や
活
動
を
通

し
て
、
楽
し
く
、
住
み
や
す
い
辻󠄀
川

区
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ご
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

令
和
6
年
度
の
取
り
組
み 

区
長 

 

田
﨑 

正
和 

 

令
和
6
年
度
総
会
が
出
席
86
名
、
委
任
状
91

名
（
内
個
人
委
任
4
名
）
、
議
決
権
行
使
書
82
名

の
計
259
名
／
412
戸
で
成
立
し
、
全
て
の
議
案
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 
今
年
度
予
定
し
て
い
る
久
し
ぶ
り
の
取
り
組

み
と
し
て
は
、
11
月
の
総
合
自
主
防
災
訓
練
と

3
月
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
あ
り
ま
す
。

防
災
訓
練
で
は
全
世
帯
参
加
の
安
否
確
認
や
個

別
支
援
計
画
に
基
づ
い
た
避
難
訓
練
も
計
画
し

て
い
ま
す
。
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
で
は
老
人
会

と
子
ど
も
会
を
中
心
に
三
世
代
交
流
が
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
共
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
辻󠄀

川
共
同
体
）
の
や
ん
わ
り
し
た
つ
な
が
り
が
再
発

見
で
き
れ
ば
い
い
で
す
ね
。 

一
方
で
、
公
民
館
敷
地
の
所
有
権
移
転
登
記
を

進
め
る
た
め
に
、
昭
和
10
年
当
時
の
共
有
登
記

者
で
あ
っ
た
辻󠄀
川
役
員
10
名
の
子
孫
（
相
続
人
）

の
調
査
を
始
め
ま
す
。
ま
た
、
隣
保
長
・
各
種
団

体
役
員
会
議
で
は
新
公
民
館
建
設
予
定
地
の
選

定
作
業
を
始
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

何
れ
に
し
ま
し
て
も
区
民
の
皆
様
の
ご
理
解
、

ご
協
力
な
く
し
て
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
今
年
度
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
気
持
ち
元
気
で
が
ん
ば
れ
ま
す
よ
う
に
。 
 

【
お
願
い
と
お
知
ら
せ
】 

●
総
会
で
承
認
し
て
い
た
だ
い
た
地

租
割
の
「
田
」
の
扱
い
に
つ
い
て
、

辻󠄀
川
所
属
地
（｢

上
坂

う
え
ざ
か｣

等
12
小
字

こ

あ

ざ

地

…｢

歴
史
読
本｣

12
話
参
照
）
以
外
か

ら
の
徴
収
は
令
和
6
年
度
か
ら
取
り

止
め
ま
す
。
担
当
役
員
で
も
調
べ
ま

す
が
、
該
当
す
る
「
地
区
外
の
田
」

を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
は
最
寄
り
の

協
議
員
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

●
区
内
賃
貸
ア
パ
ー
ト
の
入
居
者
に

負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
自
治
会

費
に
つ
い
て
、
今
年
末
ま
で
に
契
約

当
初
の
辻󠄀
川
区
と
の
取
り
決
め
を
再

点
検
し
公
平
な
負
担
を
オ
ー
ナ
ー

（
管
理
会
社
）
に
お
願
い
す
る
予
定

で
す
。 

 

公民館北 

公民館南 

地 蔵 堂 

髙藤稲荷 

 

登記所跡 

 

 

５月上旬の花壇 

 

 

ホームページ 

https:/ /vil lage6567.co m/ 



   

区 
 

長 
 

 
 

田
﨑 

正
和 

協
議
員
【
選
出
ブ
ロ
ッ
ク
】
（
主
な
担
当
） 

副
区
長 

埴
岡 

政
秀
【
４
】(
総
務) 

 

会
計 

 

吉
田 

和
弘
【
５
】(
会
計) 

 

松
岡 

 

弘 

【
１
】(

土
木) 

 

松
岡 

信
孝
【
１
】(

広
報) 

 

 
 

 

内
藤 

 

至 

【
２
】(

環
境) 

 

 
 

 

尾
上 

利
幸
【
２
】(

文
化) 

 

 
 

 

吉
田 

和
司
【
３
】(

広
報)  

 

 
 

 

釜
坂 

優
二
【
３
】(

文
化)  

 

 
 

 

松
本 

信
裕
【
４
】(

土
木)  

 

瀧
井 

裕
士
【
５
】(

体
育) 

 

 

隣 

保 

長
〔
◎
は
ブ
ロ
ッ
ク
長
〕 

１
ブ
ロ
ッ
ク 

 
 

 
 
 
 
[

世
帯
数] 

 

１ 

段
林 

克
和 

[
1
2
 
] 

 

２ 

川
端 

一
郎 

[
1
3
 
] 

 
 

３ 

福
富 

成
泰 

[
 
 
 
] 

◎
１
４ 

井
藤 

勝
仁 

[
1
1
 
] 

 

２
ブ
ロ
ッ
ク 

 

４ 

上
延 

克
之 

[
6
 
 
]  

 

５ 

尾
上 

利
幸 

[
1
4
 
] 

◎
６ 

前
田 

亮
平 
[
8
 
 
] 

 

７ 

鈴
木 

常
正 

[
9
 
 
]  

３
ブ
ロ
ッ
ク 

◎
１
０ 

多
田 

真
一 

[
 
 
 
] 

１
１ 

松
岡 

定
英 

[
1
1
 
] 

１
２ 

吉
田 

和
司 

[
9
 
 
] 

１
３ 

釜
坂 

優
二 

[
 [
2
]
 

 
 

 ４
ブ
ロ
ッ
ク 

 

８ 

田
中
小
百
合 

[
9
 
 
] 

 
 

９ 

中
西 

宏
之 

[
3
5
 
] 

１
５ 

松
井 

 

隆 
 
[
1
8
 
] 

２
０ 

林 
 

俊
輔 

[
1
2
 
] 

２
１ 

藤
尾 

徹
平 

[
1
4
 
] 

◎
２
２ 

岡
本 

拓
也 

[
1
4
 
] 

５
ブ
ロ
ッ
ク 

◎
１
６ 

青
田 

智
浩 

[
1
7
 
] 

１
７ 

後
藤 

靖
彦 

[
1
1
 
] 

１
８ 

長
田 

恵
子 

[
9
 
 
] 

１
９ 

大
山 

昌
彦 

[
9
 
 
] 

団
体
役
員
〔
代
表
の
み
紹
介
〕 

老 

人 

会 

木
中
公
子
、
駒
田
美
幸 

女 

性 

部 
 

志
水 
智
子 

商
工
部
会 

 

植
田 
弘
造 

農
業
部
会 

 

鈴
木 

智
久 

消 

防 

団 
 

飯
塚 

竜
太 

青 

年 

団 
 

藤
原 

 

駿 

子
ど
も
会 

 

髙
塚
慎
太
郎 

中
学
Ｐ
Ｔ
Ａ 

岩
崎 

晃
子 

上
部
派
遣
役
員 

民
生
委
員 

 

田
﨑
雅
子
、
鈴
木
琴
美 

福
祉
委
員 

 

古
井
智
世
、
村
井
朋
子 

補
導
委
員 

 

堀 

節
子 

人
権
教
育
推
進
委
員 

 

 
 
 
  

 
  

木
村
健
一
郎
、
岡
畠 

誠 

青
少
年
健
全
育
成
委
員 

田
中 

克
典 

体
育
普
及
員 

 
 

 

上
原 

 

浩 

文
化
財
協
力
委
員 

吉
田 

和
司 

田
原
財
産
区
議
員 

 
 

田
﨑 

正
和 

市
川
町
外
三
ヶ
市
町
共
有
財
産
事
務
組
合 

私
の
昭
和
の
時
代
（
第
３
話
） 

『
辻󠄀
川
で
も
行
わ
れ
て
い
た
虫
送

む

し

お

く

り
』 

辻󠄀
川
で
も
昭
和
戦
前
期
ま
で
「
虫
送

り
」
が
行
わ
れ
て
い
た
そ
う
だ
※
１

。
十

一
隣
保
の
伊
藤
源
五
氏
に
よ
る
と
村
中

の
人
が
松
明

た
い
ま
つ

を
持
っ
て
氏
神
の
鈴
の
森

神
社
（
図
中
の
●
）
に
集
ま
り
、
代
表

が
灯
明

と
う
み
ょ
う

を
境
内
に
集
ま
っ
て
い
る
人

に
次
々
と
移
し
た
。
皆
の
松
明
に
火
が

つ
く
と
先
頭
の
太
鼓
の
音
に
合
わ
せ
て

『
稲
の
虫
や
お
供
せ
、
実さ

ね

盛 も
り

さ
ん
の
先せ

ん

達 だ
ち

や
』
と
歌
い
な
が
ら
井
ノ
口
参
道
か

ら
「
ど
ど
橋
」
の
少
し
手
前
の
井
ノ
口

境
（
現
谷
川
・
上
井

う

わ

ゆ

合
流
地
点
）
ま
で

下
っ
た
。
そ
の
後
の
道
筋
は
、
上
井
用 

水
（
堰ゆ

溝 み
ぞ

）
の
西
堤
（
当
時
は
草
が
刈

っ
て
あ
り
巾 は

ば

が
広
か
っ
た
と
の
こ
と
。

今
の
通
学
路
は
東
堤
）
を
南
下
し
て
地

地
蔵
堂
ま
で
下
り
、
そ
こ
で
右
折
し
て

現
国
道

312
号
線
に
出
て
（
現
辻󠄀
川
北
交

差
点
→
辻󠄀
川
交
差
点
を
通
り
）
さ
ら
に

南
田
原
境
ま
で
南
下
し
た
。
現
き
り
ん

薬
局
（
吉
田
宅
）
の
前
（
図
中
の
★
）

で
全
て
の
松
明
を
道
に
捨
て
て
大
き
な

火
に
し
て
稲
に
つ
く
虫
を
退
治
し
て
い

た
（
五
穀
豊
穣
を
祈
っ
た
）
」
そ
う
だ
。

虫
送
り
の
道
筋
に
は
辻󠄀
川
住
人
の
田
ん

ぼ
が
広
が
っ
て
い
た
。 

 

戦
前
の
辻󠄀
川
北
交
差
点
か
ら
南
へ
の

道
沿
い
に
は
、
昭
和
三
年
に
建
っ
た
辻󠄀

川
公
会
堂
（
旧
公
民
館
）、
同
一
〇
年
頃 

に
移
転
し
て
き
た
田
原
村
役
場
、
さ
ら

に
南
に
同
一
七
年
に
建
っ
た
田
原
国
民 

学
校
（
そ
れ
ま
で
は
明
治
四
一
年
か
ら

の
田
原
尋
常
高
等
小
学
校
が
あ
っ
た
。

同
一
一
年
に
は
新
講
堂
が
竣
工
し
て
い

た
）
が
あ
っ
た
が
、
小
学
校
か
ら
南
に

は
家
が
な
く
道
も
田
ん
ぼ
道
で
あ
っ
た
。 

 

な
お
、
伊
藤
氏
は
市
川
対
岸
の
「
山

崎
村
の
虫
送
り
※
２

の
松
明
が
美
し
か 

っ
た
と
も
回
想
さ
れ
る
。
北
の
千
束

せ
ん
ぞ
く

（
市

川
町
境
）
か
ら
の
行
列
が
市
川
西
岸
の

「
一
本
松
※
３

」
（
馬
田
境
）
ま
で
や
っ

て
き
て
い
た
そ
う
だ
。
当
時
は
ま
だ
２

階
建
て
の
家
も
少
な
く
、
駒
ヶ
岩
か
ら

の
見
通
し
は
良
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
幻

想
的
な
眺
め
が
目
に
浮
か
ぶ
。 

            

♥
大
募
集
♥ 

「
私
の
昭
和
の
時
代
」

投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

編
集
後
記 

 

今
年
の
夏
、
パ
リ
で
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
日
本
代
表
の
活
躍
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
い
ろ
い
ろ

な
大
会
で
試
合
後
に
多
く
の
日
本
人

サ
ポ
ー
タ
ー
が
ゴ
ミ
拾
い
を
す
る
姿

に
、
世
界
が
称
賛
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

誇
ら
し
い
こ
と
で
す
。
こ
れ
な
ら
ば
、

わ
た
し
た
ち
の
身
の
回
り
で
も
ま
ね

が
で
き
そ
う
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〔
吉
田 

和
司
〕 

1965 年小字図[町史 4 巻付図]     虫送りの道筋 

元田原中 

令
和
６
年
度 

辻󠄀
川
区
役
員
一
覧 

〈
５
／
１１ 

現
在
〉 

1５隣保担当 

 

総
世
帯 

４
１
３
戸 

 

13

2 

31 

 

15 6 21 10 

 

12 

 

 

7 

 

 

15

５ 

21 

 

10 

 

 

12 10 

09 

8 

 

38 17 

 

15 

 

 

16 40 

 

11 

 

10 

 

組
合
議
員 
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※
１ 

田
原
地
区
で
は
唯
一
大
門
区
に
残

る
。
約
20
年
前
に
地
域
お
こ
し
の
行
事
と

し
て
虫
送
り
を
復
活
さ
せ
た
。 

※
２ 

山
崎
区
で
は
昭
和
30
年
頃
ま
で
残

り
、
平
成
期
に
復
活
し
た
が
今
は
ま
た
途

絶
え
て
い
る
と
の
こ
と
。 

※
３ 

市
川
西
岸
道
路
の
、
文
化
セ
ン
タ
ー
へ

の
三
差
路
辺
り
に
あ
っ
た
。 

［参
考
・引
用
文
献
］ 

『故
郷
七
十
年
』柳
田
國
男
（１
９
５
８
） 

『民
俗
学
の
ふ
る
さ
と
辻
川
』
12
話
・
38
話 

辻
川
史
編
集
委
員
会
（２
０
２
３
） 

『福
崎
町
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
資
料

編
』 

町
教
委
社
会
教
育
課
（２
０
２
３
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